
平成３０年４月２６日  
 
 
 

平成３０年度第１回定例松本市教育委員会 

 

会   議   議   案 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松本市教育委員会 



平成３０年度第１回定例松本市教育委員会付議案件 

 

［議案］ 

第１号  松本市社会教育委員の委嘱について 

第２号  松本市指定文化財の解除について 

 

［報告］ 

第１号  平成３０年度の学級編制等について 

第２号  姉妹都市スイス・グリンデルワルト村中学生ホームステイ派遣事業

について 

第３号  松本城南・西外堀復元事業用地の土壌汚染調査結果について 

第４号  窪田空穂記念館運営委員会委員の委嘱について 

第５号  平成２９年度企画展の開催結果について 

第６号  草間彌生展の開催状況について 

第７号  平成２９年度の収蔵作品について 

第８号  平成２９年度子どもの権利相談室「こころの鈴」の実績について 

 

［周知］  

１   第１９回松本手まり時計まつりの開催について 

２   平成３０年度 美術館年間スケジュールについて 

３   平成３０年度「博物館パスポート」の配布について 

 

［その他］ 



「学都松本」 

一人ひとりが、あたりまえのことをこつこつと続けて、かけがえのないいのち、生きいきとかがやくように… 

●わたしは  こころをみがき、からだを使おう 
●あなたに  あいさつをしよう 
●このまちを きれいにしよう 

 

 

議案第 １ 号 

 

松本市社会教育委員の委嘱について 

 

１ 趣旨 

  学校教育関係者および社会教育関係者として委嘱していた社会教育委員の辞職に

伴い、補欠委員の委嘱を行うことについて協議するものです。 

２ 退任者 

  赤羽 聡   松本市開智小学校 校長 

  浅輪 明子  松本市補導委員協議会 

３ 委嘱予定者 

  太田 武志  松本市筑摩小学校 校長 

  渡辺 はる美 松本市補導委員協議会 

４ 任期 

  松本市社会教育委員条例第４条に基づき、補欠委員については、委嘱の日から残任 

期間の平成３１年９月３０日までとします。 

  ※平成３０年５月１４日開催の第２回社会教育委員会議にて委嘱予定 

５ 根拠法令等（抜粋） 

 ⑴ 社会教育法 

   第１５条 都道府県及び市町村に社会教育委員を置くことができる。 

   ２ 社会教育委員は、教育委員会が委嘱する。 

 ⑵ 松本市社会教育委員条例 

   第３条 委員は、次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱する。 

     ⑴ 学校教育関係者 

     ⑵ 社会教育関係者 

     ⑶ 家庭教育の向上に資する活動を行う者 

     ⑷ 学識経験者 

     ⑸ 公募による市民 

     ⑹ 前各号に掲げるもののほか、教育委員会が必要と認める者 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠委 

   員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

 

 

教育委員会資料 

３０．４．２６ 

教育政策課 

担当 教育政策課 
課長 小林 伸一 
電話 ３３－３９８０ 



区分 氏名 性別
選出団体等
及び役職

委嘱
予定者 1 太田

オ オ タ

　武志
タ ケ シ

男
松本市校長会
（市立筑摩小学校　校長）

2 保坂
ホ サ カ

　美代子
ミ ヨ コ

女
中信地区高等学校校長会
（松本美須々ヶ丘高等学校　校長）

3 白木
シ ラ キ

　好雄
ヨ シ オ

男 前町内公民館長会会長

4 西口
ニシグチ

　恵利子
エ リ コ

女 庄内地区公民館　図書・視聴覚委員

5 古市
フルイチ

　昭太郎
ショウタロウ

男 前北部公民館長

6 原
ハラ

　勝美
カ ツ ミ

男 今井地区文化財調査委員長

委嘱
予定者 7 渡辺

ワタナベ

　はる美
ミ

女 松本市青少年補導委員協議会

8 島田
シ マ ダ

　貴美子
キ ミ コ

女 松本市女性団体連絡協議会

9 小岩井
コ イ ワ イ

　里美
サ ト ミ

男 松本市子ども会育成連合会

10 吉澤
ヨシザワ

　由紀子
ユ キ コ

女 松本市ＰＴＡ連合会

学識経験
者

11 中島
ナカジマ

　節子
セ ツ コ

女 松本大学

12 坂井
サ カ イ

田
ダ

　金一
キンイチ

男 公募

13 スミス　真弓
マ ユ ミ

女 公募

14 小林
コバヤシ

　順子
ジュンコ

女 公募

15 藤森
フジモリ

　保治
ヤスハル

男 公募

公募委員

松本市社会教育委員名簿（案）

　　（任期　平成２９年１０月１日～平成３１年９月３０日）

学校教育
関係者

社会教育
関係者

家庭教育
関係者





議案第 ２ 号 
 
 

松本市指定文化財の解除について 
 
１ 趣旨 
  松本市文化財審議委員会から答申のあった文化財について、松本市文化財保護条例

に基づき指定文化財の解除を行うものです。 
 
２ 指定解除する文化財 

 ⑴ 名称・区分・所在地等 

名  称 指定区分 所 在 地 

西善寺阿弥陀三尊像 重要文化財（彫刻） 松本市和田1317番地 

  

⑵ 解除の理由 

平成３０年２月１３日付け県宝指定による 
(県宝指定名称「銅造阿弥陀如来及び両 脇

りょうきょう

侍
じ

立像
りゅうぞう

」) 

 

 ⑶ 適用条文 

松本市文化財保護条例第８条第４号 

（文化財保護法及び県条例の規定による指定、選定又は認定が行われたとき） 

 

３ 答申書 

  裏面のとおり 

 
 
 

教 育 委 員 会 資 料 
３０．４．２６ 
文 化 財 課 

担当 文化財課 
課長 大竹 永明 
電話 ３４－３２９２ 



 

 

報告第 １ 号 

 

平成３０年度の学級編制等について 

 

１ 趣旨 

市立小中学校の今年度の学級編制の内容等について報告するものです。 

 

２ 学級編制について 

市立学校の設置数は、小学校２８校で分校２校(あさひ分校、美ヶ原分校)及び分

室１室（松原分室）、中学校１９校で分校３校（桐分校、あさひ分校、松原分校）

となっています。 

学級編制状況の詳細は別紙１のとおりです。 

⑴ 児童生徒数及び学級数（別紙１参照） 

区 分 平成２９年度 平成３０年度 増 減 

小学校 
児童数 (人) １２，６０６ １２，５００ △１０６ 

学級数 (ｸﾗｽ) ５１７ ５１９ ２ 

中学校 
生徒数 (人) ５，９３５ ５，８５７ △７８ 

学級数 (ｸﾗｽ) ２４４ ２３９ △５ 

⑵ 県基準と国基準との比較 

ア 国基準 

「公立義務諸学校の学級編成及び教職員定数の標準に関する法律」第３条第

２項により、小・中学校ともに１学級４０人、小学１年生のみ３５人と定めら

れています。 

イ 県基準 

県は独自に、国を上回る基準を定めており、平成１８年度から小学６年生ま

でを３５人、平成２５年度から中学３年生まで拡大し、全ての学年を１学級３

５人としました。 

ウ 比較 

国基準で学級編成をした場合と比べると、小学校では３０学級、中学校では

２１学級多い状態となっています。内訳は次のとおりです。 

（単位：クラス数） 

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計 

小学校  ６ ９ ６ ７ ２ ３０ 

中学校 ６ ８ ７    ２１ 

 

 

 

 

教育委員会資料 

３０．４．２６ 

学校指導課 

一人ひとりが、あたりまえのことをこつこつと続けて、かけがえのないいのち生きいきとかがやくように… 

●わたしは  こころをみがき、からだを使おう 
●あなたに  あいさつをしよう 
●このまちを きれいにしよう 

 

担当 学校指導課 
課長 横田 則雄 
電話 ３３－４３９７ 



平成３０年度  学　級　編　成 （４月５日現在）

３０.４.５現在  　１　年  　２　年  　３　年 　 ４　年  　５　年 　 ６　年 通常学級　計
　学 児 学 　児 学 　児 学 　児 学 　児 学 　児 学 　児 学 児 学 　児

学校名 童 　童 　童 　童 　童 　童 　童 童 　童         学     年     別      総   　 計
　級 生 級 　生 級 　生 級 　生 級 　生 級 　生 級 　生 級 生 級 　生

徒 　徒 　徒 　徒 　徒 　徒 　徒 徒 　徒
　数 数 数 　数 数 　数 数 　数 数 　数 数 　数 数 　数 数 数 数 　数 １ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 ６ 年 合 計

総　計 519 12,500 70 1,963 68 1,896 71 1,981 73 2,061 73 2,047 68 2,011 423 11,959 96 541 2,059 1,966 2,078 2,161 2,145 2,091 12,500
1 開　智 24 624 3 98 3 92 4 106 3 99 4 110 3 96 20 601 4 23 100 95 112 102 115 100 624
2 源　池 16 280 2 40 2 36 2 40 2 48 2 52 2 45 12 261 4 19 40 38 44 53 55 50 280
3 筑　摩 16 387 2 57 2 61 2 63 3 77 2 60 2 54 13 372 3 15 60 61 65 79 63 59 387
4 旭　町 18 394 2 58 2 51 2 66 2 64 2 64 2 63 12 366 6 28 69 56 71 65 67 66 394

小 5 田　川 14 293 2 55 2 41 2 44 2 48 2 55 1 34 11 277 3 16 58 43 49 52 57 34 293
6 鎌　田 34 927 5 149 5 146 5 160 4 138 5 145 5 156 29 894 5 33 155 150 165 146 152 159 927
7 清　水 21 572 3 104 3 80 3 89 3 101 3 85 3 95 18 554 3 18 107 83 92 104 89 97 572
8 島　内 25 700 5 152 4 117 4 113 3 103 3 102 3 94 22 681 3 19 155 119 115 106 108 97 700
9 中　山 8 112 1 19 1 16 1 19 1 16 1 21 1 17 6 108 2 4 19 16 22 16 22 17 112
10 島　立 15 341 2 56 2 57 2 49 2 49 2 59 2 52 12 322 3 19 58 61 53 51 65 53 341

学 11 芝　沢 19 468 2 62 3 78 2 66 3 90 3 75 3 81 16 452 3 16 64 80 71 92 76 85 468
12 菅　野 25 641 3 93 3 102 3 92 4 121 3 94 4 108 20 610 5 31 100 105 95 130 98 113 641
13 芳　川 28 737 4 127 4 126 4 114 4 120 4 117 3 103 23 707 5 30 131 127 118 129 124 108 737
14 寿 29 779 4 116 4 120 4 120 4 128 4 141 4 127 24 752 5 27 117 125 124 138 144 131 779
15 岡　田 16 380 2 60 2 40 2 63 2 56 2 71 2 66 12 356 4 24 68 43 66 58 73 72 380
あさひ分校 2 10 0 0 2 10 0 0 1 2 6 1 10

16 山　辺 24 595 3 83 3 91 3 92 3 95 4 113 3 89 19 563 5 32 90 96 100 99 117 93 595
　 17 今　井 8 153 1 15 1 31 1 27 1 24 1 23 1 25 6 145 2 8 15 31 27 28 25 27 153

18 開　明 28 701 4 108 3 94 4 111 4 122 4 117 4 117 23 669 5 32 116 100 115 125 122 123 701
19 明　善 17 435 2 68 3 71 2 67 3 78 3 81 2 63 15 428 2 7 73 71 69 78 81 63 435

　 20 本　郷 15 316 2 58 2 42 2 57 2 39 2 46 2 61 12 303 3 13 59 44 59 41 49 64 316
21 二　子 14 281 2 42 2 46 2 36 2 54 2 39 2 53 12 270 2 11 43 51 37 54 42 54 281
22 並　柳 16 374 2 49 2 61 2 54 3 72 2 62 2 59 13 357 3 17 54 61 56 77 64 62 374
23 四　賀 8 127 1 24 1 18 1 19 1 16 1 20 1 24 6 121 2 6 24 20 19 17 22 25 127
24 安　曇 5 25 1 4 1 5 2 1 5 1 4 1 5 5 25 0 0 4 5 2 5 4 5 25
25 大野川 4 19 1 1 2 1 7 1 4 1 3 2 4 19 0 0 1 2 7 4 3 2 19
26 奈　川 4 18 1 1 3 1 3 1 6 1 3 2 4 18 0 0 1 3 3 6 3 2 18
27 梓　川 33 919 4 133 4 127 5 154 5 154 5 150 5 166 28 884 5 35 139 134 164 158 154 170 919

波　田 33 889 4 131 4 139 5 148 4 134 4 135 5 154 26 841 7 48 139 143 157 146 145 159 889
松原分室 0 3 3 0 3 0 0 0 3 0 0 0 0 3
小　計 33 892 4 131 4 142 5 148 4 134 4 135 5 154 26 844 7 48 139 146 157 146 145 159 892
総　計 239 5,857 64 1,890 64 1,861 66 1,869 194 5,620 45 237 1,972 1,933 1,952 5,857

1 清　水 16 370 4 115 4 108 4 125 12 348 4 22 118 113 139 370
2 鎌　田 17 453 5 150 5 155 4 135 14 440 3 13 155 160 138 453

中 3 丸ノ内 11 258 3 89 2 70 3 86 8 245 3 13 93 77 88 258
4 旭　町 14 334 3 102 3 101 4 115 10 318 4 16 104 112 118 334
桐 分校 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1

5 松　島 14 371 4 130 4 116 4 116 12 362 2 9 132 117 122 371
学 6 高　綱 13 340 4 127 4 116 3 89 11 332 2 8 129 117 94 340

7 菅　野 16 454 5 155 4 126 5 157 14 438 2 16 162 131 161 454
8 筑摩野 25 728 7 236 7 242 7 226 21 704 4 24 245 250 233 728
9 山　辺 11 290 3 89 3 106 3 84 9 279 2 11 96 107 87 290

校 10 開　成 15 358 4 120 4 110 4 110 12 340 3 18 127 115 116 358
11 女鳥羽 13 320 3 91 4 108 4 110 11 309 2 11 96 112 112 320
あさひ分校 2 10 0 0 2 10 6 2 2 10

12 明　善 10 233 2 70 3 77 3 76 8 223 2 10 71 81 81 233
13 信　明 13 348 3 103 3 103 4 123 10 329 3 19 109 107 132 348
14 会　田 5 67 1 21 1 19 1 22 3 62 2 5 23 20 24 67
15 安　曇 3 19 1 5 1 6 1 8 3 19 0 0 5 6 8 19
16 大野川 2 6 1 3 1 1 2 2 6 0 0 3 1 2 6
17 奈　川 3 15 1 2 1 8 1 5 3 15 0 0 2 8 5 15
18 梓　川 17 450 5 146 5 145 4 140 14 431 3 19 156 151 143 450

波　田 15 426 4 135 5 143 4 135 13 413 2 13 139 145 142 426
松原分校 3 6 1 1 1 1 1 4 3 6 0 0 1 1 4 6
小　計 18 432 5 136 6 144 5 139 16 419 2 13 140 146 146 432

組合 鉢　盛 19 469 4 132 5 144 6 178 15 454 4 15 137 149 183 469

19

別 紙 １

特別支援計

28



別　紙　２

 (３０．４．10現在） 

児童数
３５人
学級
編制

児童数
３５人
学級
編制

標準
４０人
編制

児童数
３５人
学級
編制

標準
４０人
編制

児童数
３５人
学級
編制

標準
４０人
編制

児童数
３５人
学級
編制

標準
４０人
編制

児童数
３５人
学級
編制

標準
４０人
編制

1,963 70 1,896 68 62 1,981 71 62 2,061 73 67 2,047 73 66 2,011 68 66

増加学級数

1,669 58 1,599 58 50 1,648 58 50 1,742 60 55 1,732 60 53 1,658 56 53
増加学級数

開　智 98 3 92 3 3 106 4 3 99 3 3 110 4 3 96 3 3 2

源　池 40 2 36 2 1 40 2 1 48 2 2 52 2 2 45 2 2 2

筑　摩 57 2 61 2 2 63 2 2 77 3 2 60 2 2 54 2 2 1

旭　町 58 2 51 2 2 66 2 2 64 2 2 64 2 2 63 2 2 0

田　川 55 2 41 2 2 44 2 2 48 2 2 55 2 2 34 1 1 0

鎌　田 149 5 146 5 4 160 5 4 138 4 4 145 5 4 156 5 4 4

清　水 104 3 80 3 2 89 3 3 101 3 3 85 3 3 95 3 3 1

島　内 152 5 117 4 3 113 4 3 103 3 3 102 3 3 94 3 3 2

中　山 19 1 16 1 1 19 1 1 16 1 1 21 1 1 17 1 1 0

島　立 56 2 57 2 2 49 2 2 49 2 2 59 2 2 52 2 2 0

芝　沢 62 2 78 3 2 66 2 2 90 3 3 75 3 2 81 3 3 2

菅　野 93 3 102 3 3 92 3 3 121 4 4 94 3 3 108 4 3 1

芳　川 127 4 126 4 4 114 4 3 120 4 3 117 4 3 103 3 3 3

　寿 116 4 120 4 3 120 4 3 128 4 4 141 4 4 127 4 4 2

岡　田 60 2 40 2 1 63 2 2 56 2 2 71 2 2 66 2 2 1

山　辺 83 3 91 3 3 92 3 3 95 3 3 113 4 3 89 3 3 1

今　井 15 1 31 1 1 27 1 1 24 1 1 23 1 1 25 1 1 0

開　明 108 4 94 3 3 111 4 3 122 4 4 117 4 3 117 4 3 3

明　善 68 2 71 3 2 67 2 2 78 3 2 81 3 3 63 2 2 2

本　郷 58 2 42 2 2 57 2 2 39 2 1 46 2 2 61 2 2 1

二　子 42 2 46 2 2 36 2 1 54 2 2 39 2 1 53 2 2 2
並　柳 49 2 61 2 2 54 2 2 72 3 2 62 2 2 59 2 2 1

163 8 155 6 8 185 8 8 185 9 8 180 9 9 199 7 9
増加学級数

四　賀 24 1 18 1 1 19 1 1 16 1 1 20 1 1 24 1 1 0

安　曇 4 1 5 1 1 2 1 5 1 1 4 1 1 5 1 1 -1

大野川 1 1 2 1 7 1 1 4 1 1 3 1 1 2 1 -2
小　計 5 2 7 1 2 9 1 2 9 2 2 7 2 2 7 1 2 -3

奈　川 1 1 3 1 3 1 1 6 1 1 3 1 2 2 1 -3

梓　川 133 4 127 4 4 154 5 4 154 5 4 150 5 4 166 5 5 3

131 4 142 4 4 148 5 4 134 4 4 135 4 4 154 5 4 2
増加学級数

波　田 131 4 139 4 4 148 5 4 134 4 4 135 4 4 154 5 4 2
　 　松　原 3

影響数
６学年計
(30年度)

8 8

 　４　年  　５　年

30
7 2

　６　　年

6

波　田　計

　小学校３５人学級編制した場合の学級数の国基準と県基準の比較

 　1   年  　２   年  　３　年

旧松本市計

松本市合計
6 9

旧 ４ 村 計
-3

-2 0 1 0 -2

0

3
31

5 7

1

過大学級 複式学級 過小学級

0 1 0



別　紙　３

生徒数
３５人
学級
編制

標準
４０人
編制

影響
数

生徒数
３５人
学級
編制

標準
４０人
編制

影響
数

生徒数
３５人
学級
編制

標準
４０人
編制

影響
数

1,890 64 58 6 1,861 64 56 8 1,869 66 59 7

増加学級数

1,577 50 45 5 1,538 50 43 7 1,553 53 46 7

増加学級数

清　水 115 4 3 1 108 4 3 1 125 4 4 0 2

鎌　田 150 5 4 1 155 5 4 1 135 4 4 0 2

丸ノ内 89 3 3 0 70 2 2 0 86 3 3 0 0

旭　町 102 3 3 0 101 3 3 0 115 4 3 1 1

桐 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0

松　島 130 4 4 0 116 4 3 1 116 4 3 1 2

高　綱 127 4 4 0 116 4 3 1 89 3 3 0 1

菅　野 155 5 4 1 126 4 4 0 157 5 4 1 2

筑摩野 236 7 6 1 242 7 7 0 226 7 6 1 2

山　辺 89 3 3 0 106 3 3 0 84 3 3 0 0

開　成 120 4 3 1 110 4 3 1 110 4 3 1 3

女鳥羽 91 3 3 0 108 4 3 1 110 4 3 1 2

明　善 70 2 2 0 77 3 2 1 76 3 2 1 2

信　明 103 3 3 0 103 3 3 0 123 4 4 0 0

177 9 8 179 8 8 177 8 8

増加学級数

会　田 21 1 1 0 19 1 1 0 22 1 1 0 0

安　曇 5 1 1 0 6 1 1 0 8 1 1 0 0

大野川 3 1 1 0 1 1 -1 2 1 1 0 -1

小　計 8 2 2 7 1 2 -1 10 2 2 0 -1

奈　川 2 1 1 0 8 1 1 0 5 1 1 0 0

梓　川 146 5 4 1 145 5 4 1 140 4 4 0 2

136 5 5 144 6 5 139 5 5

増加学級数

波　田 135 4 4 0 143 5 4 1 135 4 4 0 1

松原 1 1 1 0 1 1 1 0 4 1 1 0 0

19

21

波田計

0

過小学級

1

過大学級 複式学級

旧 ４ 村 計

1 0

6 7

中学校３５人学級編制した場合の学級数の国基準と県基準の比較

松本市合計

旧松本市計

5

（30.4.10現在）
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松本城南・西外堀復元事業用地の土壌汚染調査結果について 

 

１ 趣旨 

  松本城南・西外堀復元事業用地（以下「事業用地」という。）について、平成２９年９

月の土壌汚染調査結果を踏まえ、本年１月から３月にかけ、土壌汚染範囲確認のための

ボーリング調査及び近接飲用井戸の調査を実施しましたので、その結果について報告す

るものです。 

 

２ 土壌汚染調査の概要 

 ⑴ 調査趣旨 

ア 平成２９年８月７日（月）から９月１５日（金）まで、事業用地について土壌汚

染対策法（平成１４年法律第５３号。以下「土対法」という。）に基づく土壌汚染調

査（土壌調査）を実施しました。 

イ 事業用地内の最も離れた２地点（南東部と北西部）において、堀底の堆積物を対

象としてボーリング調査を実施した結果、１地点（南東部）における「鉛及びその

化合物」の土壌溶出量が、基準値（０．０１㎎/Ｌ）を０．００１㎎/Ｌ超過するこ

とが確認され、その原因は自然由来の汚染によるものであると判断されました。 

ウ 上記イの調査結果を受け、土壌汚染範囲確認のためのボーリング調査を実施した

ものです。 

⑵ 調査内容等 

ア 事業名   平成２９年度松本城南・西外堀復元事業土壌汚染調査業務委託（そ

の２）  

イ 委託期間  平成３０年１月１８日（木）～３月１６日（金） 

ウ 委託先   土対法第４条第２項に規定する指定調査機関 

  エ 調査方法 

   (ｱ) 事業用地内の２３地点において、ボーリング調査を実施し、堀底の土壌から試

料（１検体ずつ）を採取 

   (ｲ) 各検体について、土壌汚染対策法施行規則（平成１４年環境省令第２９号）第

４条第３項第２号ロに規定する第２種特定有害物質のうち、「鉛及びその化合物」

の土壌溶出量及び土壌含有量を調査 

教育委員会資料 
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松本城管理事務所 



  オ 調査地点  別紙のとおり 

⑶ 調査結果 

  ア 土壌溶出量 

８地点において、基準値（０．０１㎎/Ｌ）を０．００１～０．０２１㎎/Ｌ超過 

  イ 土壌含有量 

 全地点において基準値未満 

  ウ 汚染源 

   検出された「鉛及びその化合物」については、指定調査機関により、自然由来の汚

染の可能性が考えられると判断されました。 

 

３ 近接飲用井戸の調査 

調査の結果、基準値を超過した地点に近接し、飲用に供している井戸はないことを確

認しました。 

 

４ 今後の対応 

事業用地に自然由来と推測される土壌汚染が確認されたことから、今後の事業推進に

あたっては、土対法に基づき適切に対応します。 

 

担当 松本城管理事務所 

所長 手島 学 

電話 32-2902 



南・西外堀復元事業用地 土壌汚染確認調査箇所 位置図 

凡 例 

    追加調査地点、対象２３カ所 

汚染確認箇所９箇所（前回調査分含む。） 

    南・西外堀復元予定範囲 

    土壌汚染範囲（土壌溶出量：0.011～0.031mg/L） 

別
 
紙
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窪田空穂記念館運営委員会委員の委嘱について 
 
 
１ 趣旨 
  窪田空穂記念館運営委員会委員の辞職に伴い、補欠委員を委嘱することについて報告す

るものです。 
 
２ 退任者 
  笠原 幸一（松本市校長会長・二子小学校校長） 
 
３ 委嘱者 
  塚田 道彦（松本市校長会長・明善中学校校長） 
 
４ 委員名簿 
  裏面のとおり 
 
５ 任期 
  平成３０年４月１日から平成３０年１０月３１日まで（前任者の残任期間） 
 
６ 根拠条例 
  窪田空穂記念館運営委員会設置要綱第３条による 
 
７ その他 
  委嘱状は、５月１７日（木）開催の第１回運営委員会で交付します。 
 

担当 博物館 
館長 木下 守 
電話 ３２－０１３３ 

 
 
 

 「学都松本」 

学都松本へ 

この家と共に古
ふ

りつつ高野槙二百
ふたもも

とせの深みどりかも 

—歌人・国文学者、窪田空穂
くぼたうつぼ

のふるさとは文学の香り漂う空間です。— 



 

窪田空穂記念館運営委員会委員名簿 
 

平成 30年  4月  1日現在 
任期：平成 30年 10月 31日まで 

50音順 
 

 

 
氏名 役職・職業等 選出区分 委嘱状況 

１ 飯
いい

 沼
ぬま

 秀
ひで

 文
ふみ

 芝沢小学校校長 
学識経験者 
（職名委嘱） 

平成 28年～(2期目) 

２ 折
おり

 井
い

 理
り

智子
ち こ

 裏千家茶道教授 学識経験者 平成 7年～(12期目) 

３ 上
かみ

 條
じょう

 宏
ひろ

 之
ゆき

 長野県短期大学学長 学識経験者 平成 6年～(12期目) 

４ 来
き

 嶋
じま

 靖
やす

 生
お

 空穂会代表 
歌壇関係者 
（空穂会） 

平成 6年～(12期目) 

５ 窪
くぼ

 田
た

 武
たけ

 夫
お

 血縁者・生家提供者 記念館設立協力者 平成 6年～(12期目) 

６ 坂
さか

 口
ぐち

 登
と

美子
み こ

 表千家茶道教授 学識経験者 平成 12年～(9期目) 

７ 篠
しの

     弘
ひろし

 現代歌人協会理事 
歌壇関係者 
（空穂会） 

平成 8年～(11期目) 

８ 塚
つか

 田
だ

 道
みち

 彦
ひこ

 
松本市校長会長 
明善中学校校長 

学識経験者 
（職名委嘱） 

平成 30年～(1期目) 

９ 渡
わたな

 邊
べ

 正
まさ

 明
あき

 松本市和田公民館館長 
地元関係者 
（職名委嘱） 

平成 26年～(3期目) 



 

○窪田空穂記念館運営委員会設置要綱 

平成６年９月３０日 

教育委員会訓令乙第２号 

改正 平成１２年９月１４日教育委員会訓令乙第２号 

平成２６年９月３０日教育委員会訓令乙第２号 

（目的） 

第１条 この要綱は、窪田空穂記念館の事業を効果的に実施するため、窪田空穂記念館運

営委員会（以下「委員会」という。）を設置することを目的とする。 

（職務） 

第２条 委員会は、窪田空穂記念館（以下「記念館」という。）の次の各号に掲げる事項

に関し、意見又は提言を行うものとする。 

 （１） 資料の収集に関すること。 

 （２） 資料の整理及び保存に関すること。 

 （３） 資料の展示に関すること。 

（４） 前第３号に掲げるもののほか、記念館の運営に関し、教育委員会が必要と認め

る事項。 

（組織） 

第３条 委員会は、委員１５人以内をもって組織し、委員は、次の各号に掲げる者のうち

から教育委員会が委嘱する。 

 （１） 歌壇関係者 

 （２） 学識経験者 

 （３） 地元関係者 

 （４） 記念館創立協力者 

 （５） その他教育委員会が必要と認める者 

２ 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

３ 委員会に委員長及び副委員長各１人を置き、委員の互選によりこれを定める。 

４ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

５ 委員長に事故あるときは、副委員長がその職務を代理する。 

６ 委員会に必要に応じ、顧問を置くことができる。 

 （会議） 

第４条 委員会は、必要に応じ委員長が招集し、委員長が議長となる。 

２ 委員長は、必要があると認めたときは、委員会に関係者の出席を求めることができる。 



 

 （庶務） 

第５条 委員会の庶務は、教育委員会博物館が行う。 

 （補足） 

第６条 この要綱に定めるもののほか委員会に関し必要な事項は、教育委員会が別に定め

る。 

附 則 

この訓令は、平成６年９月３０日から施行する。 

附 則（平成１２年９月１４日教育委員会訓令乙第２号） 

この訓令は、平成１２年１０月１日から施行する。 

附 則（平成２６年９月３０日教育委員会訓令乙第２号） 

この訓令は、平成２６年１０月１日から施行する。 
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平成２９年度企画展の開催結果について 

１ 趣旨 

平成２９年度に開催した企画展の開催結果について報告するものです。 

 

２ 開催結果 

 ⑴ 堤 清二 セゾン文化、という革命をおこした男。 

ア 会  期  ４月２１日(金) ～６月１１日（日） 
イ 開催日数  ４７日 
ウ 観覧者数  ８，４７９人(目標：１２，０００人、達成率：７１％） 
エ １日平均  １８０人 

 

⑵ 日本のアニメーション美術の創造者 山本二三展 

ア 会  期  ７月１５日（土）～９月１８日（月・祝） 
イ 開催日数  ４８日 
ウ 観覧者数  ３９，４１１人（目標：３０，０００人、達成率：１３１％） 
エ １日平均  ８２１人  

 

⑶ 彫刻家・細川宗英展 人間存在の美 

ア 会  期  １０月７日（土）～１１月２６日（日） 
イ 開催日数  ４４日 
ウ 観覧者数  ６，００７人（目標：８，０００人、達成率：７５％） 
エ １日平均  １３７人 

 

⑷ 草間彌生 ＡＬＬ ＡＢＯＵＴ ＭＹ ＬＯＶＥ 私の愛のすべて 

ア 会  期  ３０年３月３日（土）～７月２２日(日) 
イ 開催日数  １２５日〔Ｈ２９年度／２５日 Ｈ３０年度／１００日〕 
ウ 観覧者数  ２３，４８９人 

（目標：Ｈ２９年度／１０，０００人、達成率：２３５％） 
エ １日平均  ９４０人 

 
※ 美術館全体の入館者数については、裏面参考資料のとおりです。 

 

３ 参考 

⑴ 草間彌生 永遠の永遠の永遠(H24.7/14～11/4)  ７２,６９５人（平均７０６人） 

⑵ ドラえもん展(H16.11/26～H17.1/23）      ３７,８０８人（平均８０４人） 
⑶ モネと印象派展(H15.10/24～12/14）      ３５,０７３人（平均７４６人） 
⑷ ルネサンス展(H14.4/21～6/23)         ２９,１６１人（平均５１２人） 

 

 

 

 

 

 

報告第 ５ 号 

担 当 美術館 
副館長 小口 一夫 
電 話 39-7400 

「学都松本へ」 

一人ひとりが あたりまえのことをこつこつと続けて かけがえのないいのち 生きいきとかがやくように… 

●わたしは  こころをみがき、からだを使おう 
●あなたに  あいさつをしよう 
●このまちを きれいにしよう 



参考資料

(人)

月 来館者数 企画展 常設展 うち外国人

4 6,835 3,168 3,667 1,061

5 10,990 5,053 5,937 677

6 6,696 2,135 4,561 577

7 12,235 7,155 5,080 737

8 29,242 21,307 7,935 860

9 16,338 10,949 5,389 527

10 8,611 2,440 6,171 922

11 8,469 3,567 4,902 680

12 3,001 0 3,001 399

1 3,418 0 3,418 502

2 2,765 0 2,765 386

3 23,666 23,489 177 647

計 132,266 79,263 53,003 7,975

会期日数 (日) 観覧者数 (人) 1日あたり (人)

315 132,266 419

315 7,975 26

185 79,263 428

315 53,003 168

8 1,877 235

47 8,479 180

48 39,411 821

44 6,007 137

25 23,489 940

274 87,065 318

278 88,049 317

315 56,339 179

項　　目

来館者全体

うち、外国人

田村・上條

企画展チケット

常設展チケット

老いるほど展

堤清二展

山本二三展

細川宗英展

草間彌生展

常設A

常設B・C



教育委員会資料 

３ ０ ． ４ ． ２ ６ 

美 術 館 

 

 

 

草間彌生展の開催状況について 

 

１ 趣 旨 

松本市市制施行１１０周年記念、松本市美術館開館１５周年記念事業として３月３日か

ら開催中の「草間彌生 ＡＬＬ ＡＢＯＵＴ ＭＹ ＬＯＶＥ 私の愛のすべて」の４月

１５日までの状況等について報告するものです。 

 

２ 経 過 

  ３０．１．２０ 新ＹＡＹＯＩちゃんプラッシュ(人形)付きセット券発売開始 

           ・５，０００セット限定発売（３月２日完売） 

２． １ 前売券発売開始 

３． ２ プレスプレビュー、関係者内覧会開催 

        ３ 「草間彌生展」開幕（初日入場者数１，７３２人） 

           ・クッキーやYAYOIちゃん人形等の草間グッズが初日に完売 

           ・ホテルブエナビスタ、イオンモール松本での館外展示開始 

・松本パルコ内レストラン「５ホルン」、美術館内「サンチーム」 

での開催記念メニューの提供開始 

       １６ 入場者１万人達成セレモニーを開催 

       ２１ 松本パルコで「草間彌生展ポップアップショップ」が開店 

       ２２ ホテルブエナビスタで開催記念メニューの提供開始 

       ２８ 入場者２万人達成（開幕から２６日） 

     ４． ８ 入場者３万人達成（開幕から３２日） 

       １３ 「草間彌生展」公式図録の販売開始（開幕後の会場内の写真を掲載） 

 

３ 入場者の状況                     
 

入場者数 一日平均  うち外国人数 当日券 前売券 有料率 利用者数 利用率

３月３日
～４月１５日

35,572人 936人 1,922人 23,857人 4,307人 79% 12,935人 36%

※営業日数　３８日／１２５日（３０．４％）

特設ショップ
期間

入場者数 有料入場者数

 

                        

 

 

４ 目標達成率  

報告第 ６ 号 

 
一人ひとりが あたりまえのことをこつこつと続けて かけがえのないいのち 生きいきとかがやくように… 

●わたしは  こころをみがき、からだを使おう 
●あなたに  あいさつをしよう 
●このまちを きれいにしよう 



(1) 入場者数   ３５.６％（１０万人予測）、２８.４％（１２万５千人予測）  

(2) 観覧料収入  ６４．１％（前売券販売含む） 

(3) 物品販売収入 ４５．７％（図録の予約販売含む） 

 

４ 草間展グッズ人気ベスト１０（３月末現在） 

 １位 新・ＹＡＹＯＩちゃんプラッシュ   ６位 手ぬぐい（パンプキン・黄色） 

  ２位 ポストカード（かぼちゃ）      ７位 トコトンプラッシュ 

  ３位 メモパッド（かぼちゃ）       ８位 クリアファイル（パンプキン） 

  ４位 パンプキンクッキー（黄）      ９位 紅茶缶 

  ５位 ポストカード（陽光の光の中で）  １０位 手ぬぐい（赤ドット） 

 

５ 運営について 

 (1) 受付・監視体制 

  ア 作品保護、非常時の安全確保を図るため、監視スタッフを適切に配置 

イ 外国人対応スタッフを配置し、英語で対応 

ウ インカムを駆使した情報共有により円滑かつ柔軟な対応とスムーズな運営を実施 

エ ツアー等の団体には総合案内を活用し、受付付近の混雑化を解消 

 (2) 駐車場対策 

   イオンモール松本との連携により、「イオンあがたの森側駐車場」を活用し、満車に伴 

う周辺道路の渋滞緩和を図り、大きな混乱は生じていない状況 

 

６ 今後の予定 

 (1) ４月２８日にオープンする「信毎メディアガーデン」にて館外展示（期間限定） 

 (2) 夜間延長（毎週土曜日午後７時まで）の周知を強化 

 (3) 入場者５万人達成セレモニーの開催（４月下旬頃の予定） 

 (4) 館外展示等の紹介や、「歩く」ことでしか見ることのできない景色や街中情報などを 

紹介する「ＹＡＹＯＩちゃんＭＡＰ」を作成し、回遊性を促進 

 
 

 
草間彌生 ALL  ABOUT  MY  LOVE 私の愛のすべて 
 

● 会  期 平成３０年３月３日（土）～７月２２日（日） 
● 休 館 日 月曜日（ただし、４月３０日、５月７日、７月１６日は開館） 
● 開館時間 ９：００～１７：００ ※土曜日は１９:００まで開館（入場は閉館の３０分前まで） 
● 観 覧 料 一般 １,２００円（１,０００円）、大学・高校生 ８００円（６００円）  
       ※（  ）内は松本市民・２０名以上団体料金 
       ※中学生以下無料、障害者手帳携帯者とその介助者１名無料 
● 主  催 草間彌生展実行委員会（松本市、松本市教育委員会、朝日新聞社、信濃毎日新聞社、 

ＳＢＣ信越放送、ａｂｎ長野朝日放送）、松本市美術館 
 

担 当 美術館 
副館長 小口 一夫 
電 話 39-7400 



教育委員会資料 

３ ０ ． ４ ． ２ ６ 

美 術 館 

 

 

平成２９年度の収蔵作品について 

 

１ 趣旨 

平成２９年度に収蔵した作品について報告するものです。 

 

２ 作品概要 

寄贈作品 ８６作品 (８件) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈作 家〉 〈作 品〉 〈制作年・技法・寸法〉 

宮島 詠士 

(1867～1943 ) 

沈佺期詩 制作年不詳、墨書・紙本、86.0×19.0 cm 

杜牧詩 制作年不詳、墨書・紙本、98.0×26.5 cm 

臨 九成宮禮泉銘 制作年不詳、朱書・紙本、21.5×45.0 cm 

百万雲煙眼底収 制作年不詳、墨書・紙本、174.0×45.0 cm 

杜甫詩 制作年不詳、墨書・紙本、22.5×53.5 cm 

七言絶句 1928年、墨書・紙本、125.5×59.5 cm 

頼山陽詩 制作年不詳、墨書・紙本、139.0×68.0 cm 

〈作家備考〉 

宮島詠士は、松本市が美術館内に記念室を設けて顕彰する上條信山の直系の師であり、信山

の人と書を語る上で欠くことのできない人物。 

 

〈作品備考〉 

当館には上條信山が収集した宮島詠士の書 50点が収蔵されており、記念室展示替えの中で

随時公開を行っている。その中でも、今回個人から受贈の本作品群は気魄に溢れた秀作であり、

展示効果が期待できる。 

報告第 ７ 号 

《
沈
佺
期
詩
》 

《
百
万
雲
煙
眼
底
収
》 

《
七
言
絶
句
》 

《
頼
山
陽
詩
》 

※図版は紙面の都合、4点のみを掲載 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

〈作 家〉 〈作 品〉 〈制作年・技法・寸法〉 

張 廉卿 

(1823～1894) 

真蹟帖冊 制作年不詳、墨書・紙本、30.5×42.5 cm       

楷書小半紙、小楷信箋 

制作年不詳、墨書・紙本、 

楷書小半紙21.3×28.4 cm 

小楷信箋22.7×12.5 cm 

〈作家備考〉 

張廉卿は、松本市が美術館内に記念室を設けて顕彰する上條信山の直系の先師であり、信山

の書と系譜を語る上で欠くことのできない人物。 

  

〈作品備考〉 

張廉卿の直筆作品が世に出回ることは極めて少ない。現在、当館が収蔵する張廉卿作品は、

上條信山が自ら収集し寄贈した4点のみ。本作は、廉卿の弟子・宮島詠士が設立した善隣書院

旧蔵で、廉卿の学書や書風を知るに貴重な作品群。 

〈作 家〉 〈作 品〉 〈制作年・技法・寸法〉 

徐 三庚 

(1826～1890) 

秋山純印 1887年、石印、2.2×2.2×高6.4 cm        

倹為 1887年、石印、2.2×2.2×高6.5 cm 

〈作家備考〉 

徐三庚は、秋山白巖が1886年に渡清し、岸田吟香の紹介で師事した篆隷書及び篆刻の大家。 

 

〈作品備考〉 

受贈の2点は、徐が弟子の秋山のために彫り与えた印。白文は古朴な味わいのある線で4字

を、朱文は《篆書出師表》（松本市美術館蔵）にみる繊細な筆致で 2字を刻し、いずれも徐の

本領が発揮されている。2014年度に遺族より受贈の書作品とともに、本作は徐と秋山との強い

師弟関係があってこそ日本へもたらされた逸品。 

《真蹟帖冊》（部分） 《楷書小半紙、小楷信箋》 

《秋山純印》 《倹為》 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈作 家〉 〈作 品〉 
〈制作年・ 

技法・寸法〉 

秋山白巖の 

米寿を祝った

作家たち 

69作家 

70点 
 

〈作品備考〉 

秋山白巖は、1886年に渡清し、岸田吟香の

紹介で篆隷書及び篆刻の大家・徐三庚の門に学

び、当時、最先端の書法や作品資料を日本にも

たらした。日本の近代書道史を語る上で欠くこ

とのできない一人。 

本作品群は、秋山の米寿（1952年）を祝し

て当時の書壇から寄せられた作品群。2014年

の「生誕150年記念 秋山白巖展」（松本市美術

館主催）の終了後に整理・調査を続け、69作

家 70点の作品が明らかになったもの。戦後書

壇の錚々たる作家が会派を超え、漢字・仮名・

篆刻とジャンルも多彩に白巖へ贈った貴重な

一大コレクション。 

〈作 家〉 〈作 品〉 
〈制作年・ 

技法・寸法〉 

巖谷 一六 

(1834～1905) 
碧城 

1890年頃、 

墨書・紙本、 

130.1×65.3㎝ 

〈作家備考〉 

巖谷一六は、中林梧竹と日下部鳴鶴とともに

「明治の三筆」と称される。1894年に松本へ

来訪し、当地の能書家として知られる金井信仙

とも交わった。 

  

〈作品備考〉 

本作は、秋山白巖旧蔵の書で、白巖と名乗る

前の号「碧城」の命名について知ることができ

る貴重な一作。篆書体で書した「碧城」の前後

に「成斎博士贈号曰」「古梅居士巖谷修証之」

とある。書家文人画家らによる「淡泊会」の席

上で、重野成斎（名は安繹、漢学者、国史学者）

が秋山に号を贈り、それを証して一六が席上揮

毫したものと推察される。 

左上：西川 寧 
左下：青山杉雨 
右上：金子鷗亭 
（いずれも文化勲章受章者） 

《碧城》 

※図版は紙面の都合、3点のみを掲載 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈作 家〉 〈作 品〉 〈制作年・技法・寸法〉 

下保 昭 

(1927～) 

寒霞深溪 2004年、着色・紙本、168.0×100.0㎝ 

寒霞深溪 2004年、着色・紙本、168.0×100.0㎝ 

〈作家備考〉 

下保昭は、富山県出身の日本画家で、61歳までは日展を中心に、日展脱退後は団体に所属す

ることなく活躍。日本や中国の山水を題材に水墨画を主とした制作を続けた。 

  

〈作品備考〉 

本作品は、2004年の「井上有一と下保昭の山山の山」（松本市美術館主催）の際に制作され

展示した作品。3部作で構成される作品の2点で、残る1点《寒霞月宵》は2004年度に購入済

み。今回の2点は今までは寄託を受けていたもの。 

《寒霞深渓》（いずれも） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ その他 

平成２９年度収蔵作品については、３０年度の「新収蔵作品おひろめ展」【１０月３日（水）～ 

１２月２４日（月・祝）】に展示し、市民にお披露目します。 

 

 

 

 

 

 

〈作 家〉 〈作 品〉 
〈制作年・ 

技法・寸法〉 

川村 政美 

(1943～) 

菜園の大切

な時間 

2014年、 

油彩・キャンバ

ス、 

117.1×91.0㎝ 

〈作品備考〉 

2015年3月開催の70歳以上の公募展による

美術展「第 6回 老いるほど若くなる」でグラ

ンプリ 天衣賞を受賞した作品。同公募展のグ

ランプリ作品は、美術館の歩みと共に収蔵保存

し、公募展の周知等のために活用するもの。 

〈作 家〉 〈作 品〉 
〈制作年・ 

技法・寸法〉 

塔本 賢一 

(1943～2017) 
Hello 

2016年、 

アクリル、糸ほ

か・キャンバス 

89.5×115.3㎝ 

〈作品備考〉 

2017年3月開催の70歳以上の公募展による

美術展「第 7回 老いるほど若くなる」でグラ

ンプリ 天衣賞を受賞した作品。同公募展のグ

ランプリ作品は、美術館の歩みと共に収蔵保存

し、公募展の周知等のために活用するもの。 

担 当 美術館 
副館長 小口 一夫 
電 話 39－7400 

「学都松本へ」 

一人ひとりが あたりまえのことをこつこつと続けて かけがえのないいのち 生きいきとかがやくように… 

●わたしは  こころをみがき、からだを使おう 
●あなたに  あいさつをしよう 
●このまちを きれいにしよう 

《菜園の大切な時間》 

《Hello》 



 

報告第 ８ 号 

平成２９年度子どもの権利相談室「こころの鈴」の実績について 

 

１ 趣旨 

  子どもの権利侵害に対して、速やかで効果的な救済及び回復を図るため、子どもの権

利に関する条例施行規則第１２条の規定に基づき設置している、子どもの権利相談室「こ

ころの鈴」の相談状況等について報告するものです。 

２ 経過 

  ２５．４ 松本市子どもの権利に関する条例施行 

７ 子どもの権利相談室「こころの鈴」開設 

２７．４ 相談室に室長を配置、新たに土曜日の相談日を増設 

     相談室カード（※裏面参照）により、市内小・中学校及び高校への訪問 

ＰＲを開始 

２９．４ 子どもの権利擁護委員(教育分野)を１名増員 

３ 相談室の概要 

⑴ 相談日   月曜日から木曜日及び土曜日 １３時から１８時まで 

        金曜日           １３時から２０時まで 

⑵ 相談方法  電話、メール、面談等（必要に応じ、出張相談も実施） 

⑶ 相談員体制 ア 子どもの権利擁護委員      ３名 

（弁護士、大学教授、元小中学校校長） 

        イ 子どもの権利相談室 相談室長  １名 

         ウ 子どもの権利相談室 調査相談員 ３名 

４ 相談件数等 

⑴ 相談件数等                         （単位：件） 

 
相談件数 相談者数（単位：人） 相談方法 

新規 延 子 ど も 大人 不明 計 電話 メ ー ル 面談 計 

27年度 140 368 145 244 4 393 240 83 45 368 

28年度 146 375 149 264 2 415 273 47 55 375 

29年度 135 395 156 294 6 456 284 26 85 395 

 ※ 相談件数と相談者数の差は、１件の相談に複数で訪れることなどがあるためです。 

⑵ 相談内容                          （単位：件） 

 
い じ め 不 登 校 

教 職 員 

の 対 応 

学 校 の 

対  応 

心 身 の 

悩  み 

交友 

関係 

家族 

関係 
子 育 て 虐待 そ の 他 計 

27年度 21 44 28 16 48 41 31 7 6 126 368 

28年度 29 88 50 10 14 64 48 10 9 53 375 

29年度 15 37 118 11 49 62 34 15 3 51 395 

※ 28年度に相談内容の見直しを行いました。 

５ 今後の進め方 

  引き続き、市内小・中学校及び高校の全学校訪問を行いながら、教育委員会と連携し

て子どもの権利の推進に取り組みます。 

 

  

 

 

教育委員会資料 
３０．４．２６ 
こ ど も 部 

子どもたちに笑顔を、子どもたちから笑顔を、そして子どもたちと笑顔に 

 

担当 こども育成課 
課長  青木 直美 
電話 ３４－３２９１ 





延べ 実数
H27 368 140
H28 375 157
H29 395 135

年度 小学生 中学生 高校生 大人 不明 計
H27 24 74 47 244 4 393
H28 45 70 34 264 2 415
H29 57 44 55 294 6 456

平成27年度・平成28年度・平成29年度　相談状況 (平成30年3月31日　現在)

●相談件数
年度

(H27.4～H28.3)
(H28.4～H29.3)
(H29.4～H30.3)

●月別相談件数(延べ）

●相談者数(延べ)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

H27 17 26 40 46 38 32 46 45 15 25 23 15

H28 19 22 40 26 21 54 34 40 25 33 37 24

H29 38 23 31 25 24 57 42 38 26 29 35 27
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19% 
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12% 

62% 

64% 

64% 

1% 

0% 

1% 

H27

H28

H29

小学生 中学生 高校生 大人 不明 



年度 電話 メール 面接 計
H27 240 83 45 368
H28 273 47 55 375
H29 284 26 85 395

●相談方法(延べ)

65% 

73% 

72% 

23% 

13% 

7% 

12% 

15% 

22% 

H27

H28

H29

電話 メール 面接 



年度 いじめ 不登校 心身の悩み 交友関係 教職員の対応 学校の対応 家族関係の悩み 子育て 虐待 その他 計
H27 21 44 48 41 28 16 31 7 6 126 368
H28 29 88 14 64 50 10 48 10 9 53 375
H29 15 37 49 62 118 11 34 15 3 51 395

年度 いじめ 不登校 心身の悩み 交友関係 教職員の対応 学校の対応 家族関係の悩み 子育て 虐待 その他 計
H27 6 15 20 20 8 4 12 4 3 48 140
H28 8 21 9 36 18 4 21 5 5 30 157
H29 6 18 16 25 16 4 17 7 2 24 135

●相談内容(延べ)

●相談内容(実数)
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2% 
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1% 
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13% 

H27

H28

H29

いじめ 不登校 心身の悩み 交友関係 

教職員の対応 学校の対応 家族関係の悩み 子育て 

虐待 その他 

4% 
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13% 
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3% 

3% 
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2% 
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1% 

34% 

19% 

18% 
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H28
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いじめ 不登校 心身の悩み 交友関係 

教職員の対応 学校の対応 家族関係の悩み 子育て 

虐待 その他 



 

 

 

 

報告第 ２ 号 

 

姉妹都市スイス・グリンデルワルト村中学生ホームステイ派遣事業について 

 

１ 趣旨 

  海外の生活文化に触れながら、雄大な自然や人との出会い・交流を通じて国際感覚を養い、心

豊かな人間形成を目指すとともに、将来の地域の活性化を担う人材の育成を図るものです。 

 

２ 事業内容 

 ⑴ 実施時期  平成３０年９月１０日(月）～１５日(土)（５泊６日） 

 ⑵ 派遣人数  中学生２０人、引率２名程度 

         （中学生２０人のうち、これまでの交流経過から安曇地区２校は各３名） 

 ⑶ 宿  泊  スイス・グリンデルワルト村の一般家庭にホームステイします。 

 ⑷ 費  用  参加者自己負担はありません。 

ただし、おこづかい、パスポート取得費用、海外旅行保険料等が別途必要です。 

（※本事業に深いご理解のある方の格別なご支援により、今回は参加者負担は

ありません。） 

 ⑸ 催行業者  近畿日本ツーリスト㈱ 松本支店 

 

３ 参加者の募集について 

 ⑴ 募集期間  平成３０年５月１日(火)～６月１日(金)(学校経由、都市交流課へ必着) 

 ⑵ 募集方法  学校経由、広報まつもと５月号、市ホームページで公募します。 

 ⑶ その他   定員を超えた場合は、抽選とします。当選者には直接通知します。 

 

４ 応募条件 

 ⑴ 保護者も生徒も松本市内に現に居住し、中学校に就学している生徒 

 ⑵ ホームステイ交流に意欲があり、渡航に健康上の問題が無いこと 

 ⑶ 渡航前の研修や帰国後の報告会などの事業に参加できること 

 ⑷ 来年度グリンデルワルト村からお迎えする中学生のホストファミリーをお受けいただけること 

 

５ ホームステイ事業日程及び全体スケジュール 

  裏面のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会資料 

３０・４・２６ 

都市交流課・学校指導課 



中学生ホームステイ事業スケジュール（予定） 

５泊６日 

月日(曜) 発 着 地 日    程 宿 泊 地 食 事 

９／１０ 

（月） 

松本発（早朝） 

成田着 

成田発 

チューリッヒ着 

貸切バスで成田空港へ 

直行便(ＬＸ１６１) 

全員 

ベルン市内 

ホテル泊 

朝 各自 

昼 機内 

夕 ホテル 

９／１１ 

(火) 

 

ベルン発 

 

グリンデルワルト村着 

貸切バスで 

グリンデルワルト村へ 

ホームステイ 朝 ホテル 

昼 レストラン 

夕 ホームステイ 

９／１２ 

（水） 

終日 

グリンデルワルト村 

 

現地での親善交流 

（ハイキング等） 

ホームステイ 朝 ホームステイ 

昼 レストラン 

夕 ホームステイ 

９／１３ 

（木） 

 

終日 

グリンデルワルト村 

 

現地での親善交流 

（学校訪問ほか） 

ホームステイ 朝 ホームステイ 

昼 レストラン 

夕 さよなら 

夕食会(全員) 

９／１４ 

（金） 

 

グリンデルワルト村発 

チューリッヒ着 

チューリッヒ発 

貸切バスで 

チューリッヒ空港へ 

直行便(ＬＸ１６０) 

機中泊 朝 ホームステイ 

昼 機内 

９／１５

（土） 

成田空港着 

成田空港発 

松本着（午後） 

貸切バスで松本へ 

 

 朝 機内  

昼 サービスエリ

アにて各自 

中学生ホームステイ事業全体スケジュール（予定） 

月  日 内   容 

５月１日（火） 募集開始（学校、広報まつもと等） 

６月１日（金） 申込み締切り 

６月中旬 派遣生徒の決定 

６月下旬 派遣生徒及び保護者説明会（パスポート取得、交流内容等） 

７月下旬 派遣生徒事前研修（研修） 

８月中旬 派遣生徒及び保護者説明会（旅行日程の詳細） 

９月１０日（月） 

～１５日（土） 
派遣 

１０月中旬頃 帰国報告会等 

 

 

 

 

 

 

 

政策部 都市交流課 
課長  松林 典泰 
電話 ３４－３１９３ 
教育部 学校指導課 
課 長 横田 則雄 
電話 ３３－４３９７ 

一人ひとりが あたりまえのことをこつこつと続けて かけがえのないいのち 生きいきとかがやくように… 

●わたしは  こころをみがき、からだを使おう 
●あなたに  あいさつをしよう 
●このまちを きれいにしよう 



教育委員会資料 
３０．４．２６ 

生涯学習課・中央公民館 
周知事項 １ 

 

第１９回松本手まり時計まつりの開催について 

 

１ 趣旨 

地域文化創造や中心市街地の活性化に寄与するため、Ｍウイング前に設置さ

れた「松本手まり時計」をシンボルとした「第１９回松本手まり時計まつり」

を開催することについて周知するものです。 

 

２ 実施日時 

  平成３０年５月２６日（土）１０時～１９時 

       ５月２７日（日）１０時～１６時 

 

３ 会場 

  手まり時計周辺、Ｍウイング内、伊勢町通り 

 

４ テーマ 

「手まり時計がつなぐ絆で 未来に羽ばたく街づくり」 

 

５ 実施主体 

  第１９回松本手まり時計まつり実行委員会（実行委員長 粂井健至） 

  〈構成団体〉 

伊勢町商店街振興組合、松本市女性団体連絡協議会、第一地区福祉ひろば 

事業推進協議会、Ｍウイング管理組合、公民館活動発表実行委員会（ステ 

ージ部門・展示部門）、ゆめ実験室、公益施設関係（人権・男女共生課、

多文化共生プラザ、第一地区公民館、中央保健センター、松本ヘルス・ラ

ボ、生涯学習課・中央公民館） 

 

６ 内容 

 (1) 公民館活動発表会（公民館利用団体によるステージ発表及び作品展示） 

 (2) 野外ステージでの音楽ライブ 

 (3) 同時開催 

ア まちかど健康相談（中央保健センター） 

イ 女性センターまつり（松本市女性団体連絡協議会等） 



ウ 第一地区福祉ひろばまつり（第一地区福祉ひろば事業推進協議会） 

エ 伊勢町せせらぎ市（伊勢町商店街振興組合） 

 

７ 周知方法 

 (1) 広報まつもと５月号に掲載 

(2) タウン情報に掲載依頼 

(3) 関係団体へ周知  

 

 

 

 

 
 
 

一人ひとりが あたりまえのことをこつこつと続けて かけがえのないいのち 生きいきとかがやくように… 

●わたしは  こころをみがき、からだを使おう 
●あなたに  あいさつをしよう 
●このまちを きれいにしよう 

担当 生涯学習課・中央公民館 
課長 栗田 正和 
電話 ３２－１１３２ 



教育委員会資料 

３ ０ ． ４ ． ２ ６ 

美 術 館 

周知事項 ２ 

 

平成３０年度 美術館年間スケジュールについて 

 

１ 趣 旨 

平成３０年度の美術館年間スケジュールについて周知するものです。 

 

２ 企画展について                     （会場：企画展示室） 

名    称 会    期 観覧者目標 (人) 

草間彌生 

 ＡＬＬ ＡＢＯＵＴ ＭＹ 

ＬＯＶＥ 

 私の愛のすべて 

３月 ３日(土) 

～７月２２日(日) 

(29年度分) 

１０,０００ 

(会期全体) 

１００,０００ 

生誕１３０年 太田南海展 
９月１５日(土) 

～１１月２５日(日) 
７,０００ 

第８回 老いるほど若くなる 
３月 ２日(土) 

～ ４月 ７日(日) 

 (31年度分) 

 ５００ 

(会期全体) 

５,５００ 

 

３ 姉妹都市連携企画 

名    称 会    期 

藤沢市浮世絵コレクション展 
８月１４日(火) 

～ ９月３０日(日) 

 

４ コレクション展について              （会場：常設展示室Ｂ・Ｃ） 

区 分 新収蔵作品おひろめ展 関四郎五郎特集展示 

会 期 
１０月３日(水)～ 

１２月２４日(月・祝) 

１２月２７日（木）～ 

    ５月６日(月・祝) 

 

５ 常設コレクション展示 

  「草間彌生－魂のおきどころ」「上條信山記念展示室」「田村一男記念展示室」「池上

百竹亭コレクション展示」等におけるコレクション展示についても、定期的に展示内

容をリニューアルしてご覧いただきます。 

 
 

担 当 美術館 
副館長 小口 一夫 
電 話 39－7400 

「学都松本へ」 

一人ひとりが あたりまえのことをこつこつと続けて かけがえのないいのち 生きいきとかがやくように… 

●わたしは  こころをみがき、からだを使おう 
●あなたに  あいさつをしよう 
●このまちを きれいにしよう 
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３０．４．２６ 

博 物 館 

周知事項 ３ 

平成３０年度「博物館パスポート」の配布について 

 

１ 趣旨 

市内の博物館施設の紹介と利用向上を目的に、民間類似施設の協力を得て、原則入館

無料となる「博物館パスポート」を配布することについて周知するものです。 

 

２ 博物館パスポートの対象施設（計２０館） 

  松本市立博物館・分館（計１４館）、松本城、松本市科学博物館（プラネタリウム）梓

川アカデミア館、日本浮世絵博物館は無料。康花美術館、東洋計量史資料館は団体割引。 

 

３ 博物館パスポートの種類 

⑴ 小・中学生親子パスポート（平成８年度から配布） 

  ア 児童・生徒１名と付添いの大人１名を対象 

  イ 市内小中学校全校計６８校に４月２５日から配布予定 

  ウ 有効期限 平成３１年５月３１日まで 

  エ 配布予定枚数 ２３，０００枚 

 

⑵ 転入者世帯パスポート（平成１１年度から配布） 

  ア 松本市転入世帯を対象 

  イ 市民課及び２０支所・出張所にて転入手続きの際に通年配布 

  ウ 有効期限 転入時から１年間有効 

 

⑶ 松本地域４大学・松本市内専門学校新入生パスポート（松本地域４大学は平成２５ 

年度から配布。松本市内専門学校は平成２８年６月から配布。） 

ア 信州大学、松本大学、松本短期大学、松本歯科大学と松本市内の専門学校１１校 

の平成３０年度新入生を対象 

イ 各大学の新入生オリエンテーション時等に配布 

ウ 有効期限 平成３１年３月３１日まで 

エ 配布予定枚数 ３，９００枚 

 

４ パスポート見本 

  別紙資料のとおり 

 

 

 

 

 

担当 博物館 
館長 木下 守 
電話 ３２－０１３３ 

「学都松本」 

学都松本へ 
松本は屋根のない博物館！松本の歩みと文化を知る。 
松本の今にふれ、未来を思う。 
――まるごと松本を知る旅のスタート地点です。 



 

 



 

 

 



 

 


